
☆
日
田
木
材
協
同
組
合
百
年
を
語
る

も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は
明
治
以
降
大
山
林
所
有

者
に
な
っ
た
人
々
や
篤
林
家
の
努
力
に
負
う
と
こ

ろ
が
大
で
あ
っ
た
こ
と
も
忘
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。陸

上
輸
送
の
革
命
児
の
よ
う
に
登
場
し
た
荷
馬

車
も
、
台
数
か
ら
い
う
と
明
治
三
十
九
年
ま
で
は

僅
か
に
七
八
台
で
、
輸
送
力
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ

微
々
た
る
も
の
で
あ
り
、
行
動
範
囲
も
せ
い
ぜ
い

久
留
米
、
佐
賀
、
博
多
、
大
川
、
下
毛
、
玖
珠
地

方
な
ど
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
材
木
の
積
載
量
も
一

台
二
〇
肩
か
ら
二
五
肩
程
度
と
少
な
く
、
一
日
の

行
程
距
離
も
三
，
四
里
程
度
で
、
運
賃
は
一
肩
あ

た
り
二
〇
銭
く
ら
い
で
あ
っ
た
。

当
時
の
人
口
一
〇
〇
〇
人
当
た
り
荷
馬
車
の
台

数
は
大
分
県
四
・
一
台
、
熊
本
県
四
・
一
台
、
宮

崎
県
五
・
八
台
、
鹿
児
島
県
二
・
六
台
で
日
田
は

一
・
二
台
で
あ
っ
た
。

〈
次
項
へ
つ
づ
く
〉

☆
第
７
７
回
日
田
木
材
協
同
組
合
通
常
総
会

５
月
２
６
日
に
日
田
市
長
椋
野
美
智
子
様
、
大

分
県
西
部
振
興
局
農
山
村
振
興
部
長
石
田
陽
一
様

を
は
じ
め
、
ご
来
賓
の
方
々
を
お
迎
え
す
る
と
と

も
に
、
多
く
の
組
合
員
の
皆
様
に
ご
参
加
を
い
た

だ
き
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
厚

く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
も
物
価
の
上
昇
や
、
少
子
高
齢
化
等
の

影
響
を
受
け
、
住
宅
建
築
は
７
４
万
戸
台
と
な
り

前
年
度
を
６
．
５
％
下
回
り
ま
し
た
。
組
合
事
業

と
し
て
は
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
概
ね
目
標
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
令
和
８
年
度
は
中

東
情
勢
の
影
響
等
を
受
け
、
住
宅
産
業
を
取
り
巻

く
状
況
は
更
に
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
林
業
・
木
材
業
は
地
球

温
暖
化
に
貢
献
し
て
い
る
と
と
も
に
、
唯
一
の
再

生
資
源
で
あ
り
、
木
材
を
伐
採
し
・
木
材
を
有
効

に
利
用
し
・
苗
木
を
植
え
、
育
て
る
循
環
を
守
る

事
が
重
要
で
す
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
か
ら
は
さ
ら

に
非
住
宅
分
野
へ
の
木
材
の
使
用
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
木
協
と
し
て
は
、
今
年
度
で
第

１
１
回
目
と
な
る
「
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
、
中
大
規
模
の
木
造
建
築
が
普
及
す
る

よ
う
、
地
道
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
組
合
員
の

皆
様
も
是
非
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
度
も
組
合
員
の
生
活
や
事
業
の
向
上
を
実

現
す
る
よ
う
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
い
た
し

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

☆
「
原
木
優
良
市
」
（
大
分
県
木
青
連
協
賛
市
）

５
月
２
５
日
に
大
分
県
木
青
連
の
協
賛
を
い
た

だ
き
、
優
良
市
を
開
催
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
近
年
に
無
い
入
荷
を
い
た
だ
き
、
２
，
０

７
６
ｍ
３
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
厚
く
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
選
別
を
厳
選
に
し
て

少
し
で
も
高
く
売
れ
る
よ
う
努
力
し
ま
す
の
で
、

入
荷
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

☆
第
７
９
回
川
開
き
観
光
祭
に
大
花
火
を
提
供

５
月
２
３
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
川
開
き
観
光

祭
に
お
い
て
、
本
年
度
も
当
組
合
か
ら
花
火
を
提

供
し
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
け
る

よ
う
協
賛
し
た
も
の
で
、
夜
空
を
彩
る
花
火
が
観

光
祭
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
貢
献
活

動
を
通
じ
て
、
地
域
の
活
性
化
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

☆
後
継
者
の
育
成
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
よ
り
、
後
継
者
育
成
の
一
環
と
し

て
、
日
田
林
工
高
校
林
業
科
の
皆
様
を
対
象
に
学

校
で
使
用
す
る
購
入
品
（
作
業
服
・
安
全
靴
等
）

や
、
２
・
３
年
生
を
対
象
に
一
部
の
生
徒
に
奨
学

金
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
１
学
年
２
０

名
程
度
で
あ
っ
た
生
徒
が
、
７
年
度
は
定
員
を
満

た
し
３
５
名
、
令
和
８
年
度
は
３
３
名
が
林
業
科

に
入
学
し
て
い
ま
す
。
県
内
に
残
り
、
林
業
・
木

材
産
業
に
就
職
。
ま
た
、
県
外
に
出
た
方
も
日
田

に
戻
っ
た
ら
木
材
産
業
に
就
職
す
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。
先
生
方
も
そ
ん
な
気
持
で
生
徒
の
指

導
を
お
こ
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
当
組
合

の
取
組
が
目
的
を
達
成
す
る
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

★
お
知
ら
せ

○

木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー
開
催
の
お
知
ら
せ

今
年
度
も
木
造
建
築
推
進
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

ま
す
。
第
１
回
目
は
ク
ラ
サ
ス
武
道
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
の
木
造
屋
根
構
造
を
手
掛
け
た
構
造
設
計

者
で
あ
る
山
田
憲
明
氏
を
、
第
２
回
目
で
は
昨
年

ま
で
副
市
長
で
現
在
は
林
野
庁
木
材
利
用
課
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
服
部
浩
治
氏
を
お
迎
え
し
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
す
。

多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
講
式

６
月
１
２
日
㈮

１
３
時
０
０
分
～
１
３
時
３
０
分

第
１
回
目

１
３
時
３
０
分
～
１
６
時
３
０
分

講
師

東
京
大
学
非
常
勤
講
師

山
田
憲
明
氏

内
容

無
垢
製
材
品
を
活
か
し
た
中
大
規
模
・
非

住
宅
木
造
建
築
の
構
造
計
画

第
２
回
目

６
月
１
６
日
㈫

１
３
時
３
０
分
～
１
６
時
３
０
分

講
師

林
野
庁
木
材
利
用
課

服
部
浩
治
氏

内
容

木
材
需
給
と
木
材
貿
易
関
連
情
報
の
提
供

他

○

令
和
８
年
度
木
づ
か
い
促
進
事
業

本
年
度
も
日
田
市
の
補
助
事
業
と
し
て
木
づ
か

い
促
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
活
用

い
た
だ
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

予
算
新
築
７
５
棟

リ
フ
ォ
ー
ム
１
６
０
棟

建
替
２
棟

修
繕
４
棟

合
計
５
，
０
９
０
万
円

補
助
金
の
内
容
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
当
組
合
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

５
月
末
の
進
捗
状
況

新
築

１
６
棟

リ
フ
ォ
ー
ム

３
５
棟

【
申
請
先
・
お
問
合
せ
】

顔
の
見
え
る
日
田
材
の

家
づ
く
り
等
推
進
協
議

会
事
務
局

（
日
田
木
材
協
同
組
合
）

第 96 号 木 協 通 信 令和8年6月1日

第96号
発行年月日

令和8年6月1日
日田市大字東有田

ウッドコンビナート
日田木材協同組合

TEL24-2167

木
協
通
信

輝
け
日
田
の
林
業
・
木
材
産
業

お申込みはこちらから


